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ト
O K I N A W A P R E F E C T U A L L I B R A R Y

～

県民の生涯学習の一環として、地域におけるボランティア活動の機
会を提供することと、沖縄県立図書館の利用者の援助のために、沖
縄県立図書館ボランティアを募集します。
対 象
図書館ボランティアに応募する方は、下記の(1)～(4)の要件をすべ
て満たす方を対象とします。
(1) 図書館の活動に関心のある18歳以上の方。ただし、未成年の方
については、保護者の同意書を提出して頂きます。
(2) 原則として、週１～２回程度活動のできる方。
(3) ボランティア説明会を受講した方。
(4) ボランティア保険へ加入すること。
ボランティア活動の内容
（１）書架整理に関すること。（返却された本を決められた本棚に戻す
作業・本棚のあるべきところにない本を規則正しく整理する作業）
（２）図書の装備に関すること。（本に貼られている透明なフィルム
シートを貼る作業）
（３）図書の修理に関すること。（破損のあった本を修理する作業）
（４）展示・イベント補助に関すること。
活動期間・時間
・活動期間：2023年6月11日～2024年3月31日までの図書館開館日。
・活動時間：午前９時から午後20時までの間で２時間程度。ただし、
館長が必要と認める場合は、休館日も活動があります。
待 遇
図書館ボランティアの活動は無償です。また、ボランティア保険料
は県立図書館が負担いたしますが、交通費・昼食代等はすべて自己
負担となります。
活動場所
・沖縄県立図書館 那覇市泉崎1-20-1
募集人数
・若干名
応募の方法
まず説明会へ参加し、作業内容の確認を行ってください。説明会を
行った後に登録用紙を配ります。
登録用紙を提出して初めて登録となります。
説明会へのお申し込みは図書館カウンター備え付けの「ボランティ
ア説明会参加申込書」に記入の上、申込みください。
また電話、メールでも受け付けます。メールでのお申し込みの際は、
お名前、住所、連絡先をお知らせください。
募集期間
2023年４月12日（水） ～ 2023年５月12日（金）必着厳守
ボランティア説明会日時
2023年5月21日（日） 午前10時～ 場所：県立図書館 3階 ホール

利用者参加型展示

5/3～6/5まで「あなたのおすすめ＆
思い出の絵本をおしえて」展示をやっ
ています。

本のタイトルとおすすめポイントや
本に関する思い出話などをララちゃん
に記載して掲示板に貼ってください。

他の人のおすすめ＆思い出話を見る
だけでも楽しいかも。

 

本の名前＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

名前・ペンネーム＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿



力強く空を泳ぐこいのぼりは見ているだけで楽しいですね！
今月はこいのぼりの絵本を紹介します！

『こいのぼりセブン』 世界文化社 『かえうたかえうたこいのぼり』

「やねよりたかい」こいのぼりが、トラ

の子3兄弟にかかると、不思議なこいの

ぼりに大変身! 元気いっぱいの男の子パ

ワーあふれる、端午の節句の絵本。

資料ID:1009605443
資料ID:1005402076

幼稚園にやってきた新ヒーロー「こいのぼり

セブン」。こいのぼりセブンは、なぜ水の中

にいるこいがこいのぼりになって空を泳いで

いるのかを子どもたちに伝えます。そして、

かしわもちとちまきをいっぱい食べて…。

石井聖岳／作／著 講談社もとした いづみ／作 ふくだ いわお／絵

5月の おすすめ本わらびんちゃ～

5月の展示
場所 期間 タイトル 内容 主催団体

５F

1/25 ～
沖縄県立博物館・美術館
万国津梁の鐘プロジェクト

県立博物館・美術館が手がける「万国津梁の鐘プロジェク
ト」の関連図書や、鐘の銘文拓本を展示しています。

沖縄県立図書館

3/29 ～ 『歴代宝案』原本と写本等作成のあゆみ
『歴代宝案』の原本、そして数々の写本の流れを一覧するパ
ネル展示です。

沖縄県立図書館

3/29 ～
ご先祖さまを敬うカタチ
「トートーメー」

沖縄の位牌（トートーメー）の歴史を紹介します。 沖縄県立図書館

3/29 ～
沖縄を知るための10冊
「工芸品としての三線」

楽器としてだけではなく、工芸品としての観点から三線を見
る10冊を紹介します。

沖縄県立図書館

3/29 ～ 1392～1972 三線略年表
沖縄の「三線」について、14世紀末から本土復帰までの歴史
を概観します。

沖縄県立図書館

3/29 ～5/8 県外に残る琉球王国のあしあと 沖縄県外に残されている琉球王国の足跡を紹介・展示します。 沖縄県立図書館

3/15 ～5/8 沖縄のエッセイを知るための10冊
ボーダーインクの新城和博氏による選書のほか、新旧いろい
ろエッセイ本を展示中です。

沖縄県立図書館

4F

4/19 ～5/8 映画
映画の歴史や映画撮影について書かれている本や役者の本を
展示しています。

沖縄県立図書館

4/26 ～5/22 こころケア
新年度からの緊張感からホッと一息、あなたの心をいたわる
本を展示しています。

沖縄県立図書館

5/10 ～6/5 ビジネス新書展示 ビジネス関係の新書を展示します。 沖縄県立図書館

３F

通 年
沖縄県立博物館・美術館
情報コーナー

沖縄県立博物館・美術館に関する情報発信コーナー
沖縄県立

博物館・美術館

通 年
新・沖縄21世紀ビジョン
基本計画・実施計画

目指すべき沖縄の姿を描いた「沖縄21世紀ビジョン」の
「新・基本計画」と各施策の具体的な取組を示した「新・実
施計画」を紹介します。

沖縄県立図書館

4/5 ～5/1
県民の約2.5人に1人が加入している
「協会けんぽ」ってなに？

協会けんぽが行っている健康づくりや医療費適正化等の取組
を紹介します。

全国健康保険協会
沖縄支部

4/12 ～5/8
「リメンバリングオキナワ沖縄島
定点探訪」記念パネル展

写真家・岡本尚文氏と映画監督・當間早志氏が手がけた、か
つて／いまの沖縄を定点比較する本『リメンバリング オキ
ナワ』を紹介します。

株式会社
トゥーヴァージン

ズ

4/19 ～5/8 年齢別 おすすめ絵本紹介
０歳～小学生までを対象に、年齢別におすすめ絵本を紹介し
ます。

沖縄県立図書館

4/19 ～5/8
県内プロスポーツチーム応援！
琉球キングス＆ＦＣ琉球

県内のプロスポーツチームを応援しよう！
今回は琉球キングス＆ＦＣ琉球を紹介します。

沖縄県立図書館

4/26 ～5/8 みどりの日 展示
５月２日のみどりの日にちなみ、緑化に関連する本を紹介し
ます。

沖縄県立図書館

4/26 ～5/22 佐川 毅彦 絵画展 佐川 毅彦氏の絵画を展示します。
佐川 毅彦（個

人）

4/26 ～5/8 捨て犬・捨て猫防止キャンペーン
捨て犬・捨て猫（動物遺棄）の防止の啓発や、動物愛護に関
するポスター等の展示をします。

沖縄県自然保護課

4/22 ～5/22 りっかりっかとしょかん
沖縄県図書館協議会誌のほか、司書の仕事や図書館に纏わる
本など図書館にいきたくなるような本を展示。

沖縄県立図書館

5/10 ～5/22 新書がすごい展示 司書おすすめ新書サイズ本特集開催中︕ 沖縄県立図書館

5/10 ～5/22 令和5年春の全国交通安全運動パネル展 春の全国交通安全運動の普及啓発のパネルを展示する。
沖縄県

消費くらし安全課

5/10 ～5/22 おでかけ！沖縄県議会×県立図書館
令和５年第２回議会（６月定例会）の開催にあわせて、沖縄
県議会の概要や取組を広く県民等に紹介することにより、議
会への関心と住民参画の機運を高める。

沖縄県
議会事務局

5/10 ～5/29
沖縄県愛鳥週間ポスターコンクール
入賞作品展

５月10日～16日の「愛鳥週間」にあわせ、令和4年度沖縄県愛
鳥週間ポスターコンクール受賞作品を展示します。

沖縄県
自然保護課

5/10 ～5/29 令和5年沖縄県消費者月間パネル・資料展
消費者庁が定めた今年度のテーマ「デジタルで快適、消費生
活術～デジタル社会の進展と消費者のくらし～」等に関する
パネルや資料の展示。

沖縄県
消費くらし安全課

5/10 ～7/10 FIBAワールドカップ バスケットボールのワールドカップを展示で盛り上げます！ 沖縄県立図書館

5/24 ～6/5 世界禁煙デー・禁煙週間
5/31は世界禁煙デーである。世界禁煙デー・禁煙週間の普及
喫煙や受動喫煙の害について啓発を図る。

沖縄県
健康長寿課



県立図書館に新たに入ってきた本の一部をご紹介します。

本の場所について不明な点があれば、カウンター職員にお尋ねくださ

い。

新着図書紹介

場所：県立図書館3階おはなしの森 だれでも無料で参加できます。

時間：10:30～（約30分）

18日（木）定例おはなし会
19日（金）世界の絵本読み聞かせ会
25日（木）英語でおはなし会

シリコンバレー最重要思想家ナ
ヴァル・ラヴィカント

ナヴァル・ラヴィカント／
[著]
エリック・ジョーゲンソン
／[編]著
櫻井 祐子／訳

「見る力」が弱い子どもへのサ
ポートQ&A

奥村 智人／著
三浦 朋子／著

Turn!Turn!Turn! 東山 彰良／著

子供はあなたの所有物じゃない
呉 暁楽／著
木内 貴子／訳

女40歳からの体調を整える秒速
「ゆる薬膳。」

池田 陽子／著

「会社辞めたい」ループから抜け
出そう!　転職後も武器になる思考
法

佐野 創太／著

オンラインコミュニケーションの
教科書　直接会わなくても最高の
成果が出る

オンラインコミュニケー
ション協会／著

にゃっぷる特任編集長は旅猫ニャ
ン吉!　まっぷるのねこ本

社長のための士業のトリセツ 島田 直行／著

愛されフリーランスのすすめ　楽
しく働いて仕事が途切れない私に
なる4つのルール

仙道 達也／著

一般図書 日本最後のシャーマンたち

ミュリエル・ジョリヴェ／

著
鳥取 絹子／訳

にじいろのさかなとおはなしさん
マーカス・フィスター／作
谷川 俊太郎／訳

ぐるぐるガトーショコラ
うじいえ けんじ／さく
みうら ゆみこ／え

絵で旅する国境
クドル／文
ヘラン／絵

なかやま よしゆき／訳

1年生からのらくらくレシピ 定番

スイーツ
若宮 寿子／監修

子どもの本

るるぶ石垣宮古竹富島西表島　'24

リメンバリングオキナワ　沖縄島
定点探訪

岡本 尚文／編著
當間 早志／監修

読谷山焼　北窯　四人の親方とや

ちむんづくり一年の記録
北窯刊行会／著

なるほど三線　琉球音階には三つ
の旋法がある

具志堅　哲／著
具志堅　ムツ子／編

焔の大地　神谷毅詩集 神谷 毅／著

琉球古道　Ryukyu kodou 富山 義則／著

おきなわの本



利用案内
開館時間：9時～20時（火曜・年末年始・特別整理日休館）

休館日：毎週火曜日、年末年始、特別整理期間

※図書館専用の無料駐車場はございません。

お車でお越しの際は、周辺の有料駐車場をご利用ください。

令和5年(2023年) 5月発行 第173号
〒900-0021  沖縄県那覇市泉崎1-20-1 カフーナ旭橋Ａ街区
TEL：098-894-5858（代表） 沖縄県立図書館

このコーナーでは沖縄県立図書館に寄せられた
お問い合わせ（調査・相談、レファレンス）の
一部をご紹介します。

沖縄何でもQ&A

来館される皆様へのお願い
・館内でのマスク着用は、政府および沖縄県の方針に準じ、個人の判断が基本となります。
・館内では飲食禁止です。飴・ガム・チョコレートなども持ち込みはお断りしています。
倒れても、中身がこぼれない容器に入れた飲み物は持ち込みが可能です。

・携帯電話やスマートフォンはマナーモードに設定し、通話は4階・5階にある
館内電話ボックスをご利用ください。

・館内は撮影禁止です。撮影はお控えください。

A.

図書館カレンダー５月

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31

は休館日です。

戦前の国道の歴史と、戦後に現在のルートに

なるまでの経緯について知りたい。

No.140 (郷土資料レファレンス事例)

Q.

本県の大動脈である国道58号線は、鹿児島市山下町を起点

に種子島、奄美大島を経由して、那覇市奥武山（明治橋）を終

点とする一般国道です。全体の７割を占める海上区間を含めた

総延長は、全国道の中でも第１位の長さをもつとされています

（2020年３月現在）。また１日の交通量についても、九州・沖繩

地区で第１位を記録しています。さらに、現58号線の県内部分

は、米軍が整備した軍用道路（Highway №１）を起源とし、「緊

急時の滑走路としての利用を想定して整備された」との都市伝

説も生まれるなど、本土復帰後も長く「１号線」の名称で親しま

れてきました。

戦前の国道（26号線）の歴史については、『那覇市史 資料篇

那覇の民俗』に記述があります。それによると、明治初期に那覇

港（通堂町）から県庁所在地（西町）までの区間三町十五間

（約350ｍ）が国道に制定され、さらに大正９年（1920）に県庁

が美栄橋町１丁目１番地に移転したのを機に自然延長されて

六町十七間（約700ｍ）になったと記されています。

これと平行して、大正４年（1915）に那覇～嘉手納～名護～羽

地～今帰仁を結ぶ「国頭街道」が開通しました。これは王府時

代の宿道を改修したもので、那覇～羽地間は現在の国道58号

線とほぼ同じルートです。大正９年（1920）には指定県道となっ

ています。

戦後、米軍が県道の那覇～名護間65ｋｍを軍用道路として整

備、さらに奥集落までの123ｋｍを整備し、１号線と呼ばれました。

当時の新聞（『琉球新報』1953年１月31日号）に「１号線の

幅員24間、その広さにびっくり」との見出し記事があります。

この「琉球政府道１号線」が、本土復帰の昭和47年（1972）

５月15日に一般国道58号線に指定され、現在に至っています。

参考資料：

①沖繩県沖繩史料編集所／編『沖繩県史料 近代１』（沖繩県教育委員

会、1978）

②那覇市企画部市史編集室／編『那覇市史 資料篇 第2巻中の７ 那覇

の民俗』（那覇市、1979）

③沖繩大百科事典刊行事務局／編『沖繩大百科事典』（沖繩タイムス社、

1983）

④山城善三・佐久田繁／編著『沖繩事始め・世相史事典 明治・大正・昭

和－事件と暮らし』（月刊沖繩社、1983）

⑤沖繩総合事務局道路建設課／編『沖繩の道のはなし 古代・グスク・三

山時代から本土復帰まで』（沖繩総合事務局道路建設課、1993）

⑥琉球新報社／編『沖繩コンパクト事典 最新版』（琉球新報社、2003）

⑦やんばる国道変遷誌編集委員会／編『やんばる国道物語―Scenery 

of a “YANBARU”』（内閣府沖繩総合事務局北部国道事務所、

2005）

⑧上里隆史／著『琉球古道―歴史と神話の島・沖繩―』（河出書房新社、

2012）

「ゴッパチ」の愛称で知られる国道58号線（旧１号線）は、沖縄

を象徴する道路として、これからも県民に愛される存在であり続

けるでしょう。

参考資料⑤『沖繩の道のはなし 古代・グスク・三山時代から本土復帰まで』

Ｐ24より引用

HP ｽﾏｰﾄﾌｫﾝ twitter facebook
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